
西浦義務教育学校開校準備委員会（第４回）議事要旨 

 

 

■日時   令和６年１月３１日（水）１４時～１５時１０分 

■場所   西浦中学校会議室 

■参加者  小澤委員長、壁谷亮副委員長、戒田校長、壁谷宜委員、水野委員、 

尾崎哉委員、小笠原委員、鈴木委員、岡田委員、横田委員、 

尾崎江委員、石川委員、壁谷宣委員、伊東委員、その他事務局職員 

 

１ あいさつ （小澤委員長） 

 大きな議題があるので貴重な意見をいただきたい。 

 

２ 議事 

（１）報告事項について 

 各部会から、情報提供と検討事項の報告を以下のとおり行った。 

  ①事務局 

   ・工程表の一部修正について 

   ・令和６年度開校準備委員会の開催予定日について 

   ・第２回地域説明会の開催予定について 

  ②コミュニティ部会 

   ・PTA組織の新規約について 

  ③カリキュラム部会 

・児童会・生徒会組織について 

・９年間のカリキュラムについて 

  ④生活部会 

・体操服について 

 

（２）校名候補の選定について（コミュニティ部会） 

 ・皆さんから応募いただいた２２２件１４７種の中から校名候補の検討を行

い、以下の五点を校名候補として選出した。今後児童生徒の投票と地域の皆さん

からの意見を参考にしながら、次回の開校準備委員会で校名案を決定していく。 

 

 

 

 

 

 

（委員からの意見、質問等） 

 【委 員】「西浦」の文字を残したい 

・『西浦学園』 

・『西浦きじの森学園』 

・『西浦義務教育学校』 

・『西浦うみまち義務教育学校』 

・『西浦みらい学園』 



 【委 員】地域の方の「きじ」を残したい気持ちのある方も多いと思う 

 【委 員】「西浦」が付いて「学校」であればよい 

 【委 員】愛称は別に付ければよい 

 【委 員】いろんな方が西浦に集まることを考える 

 【委 員】一般募集の中でいちばん票が多いものを選んだ 

 【委 員】子供達が出身校を言ったときにインパクトがある 

 【委 員】他の学区とのバランスを考え、シンプルな校名がよい 

【委 員】“学園制”は別々にある小中学校をまとめて運営する制度であるが、

校名候補にある「学園」は学園制とは異なり、単なる名称にすぎな

い。 

【委 員】義務教育学校になるため、小学校・中学校という考えでは無くなる

のではないか。 

 

（３）校歌・校章の制定について（コミュニティ部会） 

・校歌については、作詞はフレーズを一般募集し、作曲を音楽家に依頼した

い。フレーズを公募する事が承諾いただける方が条件になる。音楽家の選

定について教科書に掲載されており、子供達に親しみのある曲や好きな曲

をアンケート形式で把握し、上位の音楽家を依頼者候補とする。教科書掲

載の曲で選定する理由は、児童生徒が歌いやすい音域であり、二部合唱ぐ

らいができること、生徒も伴奏しやすい曲が多いためである。 

（委員からの質問、意見等） 

【委 員】教科書からどんな曲を選ぶかで、子供達を誘導しないよう気をつけ

たい。教科書以外にも作っている曲を挙げてイメージを出してもら

った中で、ということであれば問題無い。 

 

・校章については、デザインを一般募集する。対象は、児童生徒や県内の大

学生、専門学校でデザインや美術を学ぶ学生なども含む。 

・決定方法については、校名と同様に、開校準備委員会で数点の候補を選定

したものを西浦小中児童生徒の投票と、市内在住、西浦にゆかりのある方

から意見を伺い、それらを参考に校章案を決定する。 

（委員からの質問、意見等） →なし 

 

（４）グランドデザインについて（学校長） 

・前回提示したものから、学校運営協議会及び小中学校教職員のアンケート

を参考に、主に新しい学校の教育活動の売りとなる部分が何なのか分かり

やすくした。 

・８月２５日の学校運営協議会の熟議で多く出ていた言葉を踏まえ、西浦

地区がめざす子ども像に「世界に視野を広げ」という言葉を盛り込ん

だ。 



  ・校訓を「愛」と「創」にした。この「創」には、まだ定まっていない未

来や明日について表現する時に使われる字でもあり、未来を切り拓く児

童生徒の育成につながる表現になる。乗り越えなければならない困難も

多くあり、粘り強さやたくましさといった強い心にもつながると考え

る。 

・教育活動の売りとして「英語教育」と「プログラミング教育」を挙げ、

「英語教育」は世界で通用する英会話力の育成を目標に、「プログラミン

グ教育」では「論理的思考力」の育成を目標に「ドローン」を活用した

教育活動を考えている。この教育活動の実現には、予算や人材等の面で

クリアしなければいけない課題がある。 

・「こんな学校にしたい」ということを学校運営協議会や開校準備委員会を

通して御理解いただきながら、必要な支援が得られるように関係機関と

も協議をしていきたい。 

（委員からの質問、意見） →なし 

 

 

（５）その他 

 

３ その他 

（１）連絡事項 

  ・次回開催日：令和６年３月１３日（水）午後２時～ 西浦中学校 会議室 

・次年度の委員委嘱について 

 


